
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

B

・校内研究会で定期的に学力を向上させるための手立てにつ
いて、実践交流を行っているところである。
・全国調査等で、高学年を中心に図書室離れ・読書離れの傾
向が見られる。読解力の向上を目指す上でも、授業の中で声
に出して文章を読む機会を増やしているところである。 B

・校内研の実践交流で様々な手立てを共有したり、授業研究
をグループに分かれて数名で行ったりすることにより、指導の
充実につながった。その結果、「唐津の学びスタイルチェック
シート」に示した成果指標では、どの項目も平均２．５ポイント
を超えた（目標値２．４）。
・授業や宿題への取り組む姿勢に関するアンケートでは、９
５％以上の児童から肯定的な回答を得た。一方で高学年にな
るほど少しずつ読書離れが進んでいる実態がある。

A

・学年にもよると思われるが、保護者の家庭での自学環境作
りの温度差が見られる。いかに家庭学習の習慣をつけられる
かが課題だと思う。
・放課後、児童館に来る子が多く、子供の居場所となってい
る。ほとんどの子が来るとすぐに宿題をしている。読解力が低
いことが課題としてあげられていたが、問題文をじっくりと読ま
ずに解答する子が多いと感じている。

B

・個々の特性や進度に応じた学習支援を、課題の与え方の工
夫や、休み時間等の個別指導を通して行い、最後までやり解
く達成感を味わっている。
・学年の実態や単元に応じて、「ラーニングマウンテン」を活用
し、学びのプロセスを可視化することにより、目的意識を持
ち、自発的に学習に取り組む児童が少しずつ増えてきてい
る。

B

・市販のテストでは、どの学年・どの教科においても概ね平均
正答率７５％を超えた。一方で、学力下位児童に対する個別
指導のさらなる工夫が急務である。また、読解力をはじめ文
章表現力、語彙力等の向上についても課題が残る。
・低学年児童を中心に、休み時間などに、音読に親しむ場を
設定したところ、意欲的に詩の暗唱等に取り組む児童が増え
てきた。

A

・学年は同じでも宿題の内容が違うのを見て、先生方は子供
の実態に合った課題の与え方を工夫してあると感じた。
・子供たちに必要なのは読解力。押し付けではなく、子供の頃
から文章を読む入口として、図書室を大いに利用して欲しい。
引き続き、多読ランキング等から子供たちを読書に誘導して
いければよい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○相手の立場に立って、考えを認めたり、折り
合いをつけたりできる児童８０％以上

・年間７回の「心の集会」（人権集会）を実施し、
児童の人権感覚を高める。
・道徳の授業において、「考え、議論する」授業
形態を通して、道徳的実践力を育成する。 B

・定期的に心の集会（人権集会）を実施している。職員が交代
で、人権に関する様々な内容について話をすることで、児童
の人権意識が高まっている。。
・道徳の授業では、各学級で活発に意見を交流することがで
きている。 B

・年間を通して定期的に心の集会（人権集会）を行い、幅広い
道徳的内容について、全校で共に学び、考えることができた。
・各学年、年間1回はふれあい道徳を実施、学校での道徳の
授業を保護者に観てもらい、道徳についての理解を広げるこ
とができた。 A

・心の集会や道徳の時間を通して、子供たちに豊かな心が
育っていると思う。保護者アンケートの結果を見て、心がほっ
とした。
・全校で取り組まれている心の集会は、学校だよりでも紹介さ
れており、とてもよい取り組みだと思う。先生方が自分の体験
談や子供たちに応じた教材を工夫して準備されているのが分
かり、いつも素晴らしいと感じている。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○生活アンケートや心のアンケート、Q-Uテスト
で気になる児童の早期発見に努め、Q-Uテスト
で「学校生活安定群」の割合を８０％以上にす
る。

・生活アンケートや心のアンケートの後に情報交換と
共通理解を行い、Q-Uテストの実施後は、研修会で分
析を行い、学級経営に生かす。
・学級経営案の中に「いじめ防止」の視点を取り入れ、
児童を観察し、未然防止・早期発見・早期対応に努め
る。

B

・隔月に生活目標についてのアンケートを実施し，集計・分析
した結果を全職員に紙面で伝え，全校朝会で全体指導をし
た。
・Q-Uテストの研修会を夏季休業中に実施し，各学級の実態
を共通理解し，今後の対策を考えた。
・いじめの定期アンケートの他に，いじめの早期発見・早期対
応に備えて，毎月「心のアンケート」を実施した。

B

・生活目標のアンケート結果で、11月の「言葉づかいに気をつ
けて、友達と仲よくしよう」という目標の６つの努力項目の達成
率が、全て90％以上になり、全体でも平均96％と高かった。
・学校生活の児童アンケートでは「誰にでも平等に接すること
ができる」についてA・B回答が98％で、職員の「アンケートの
活用、問題行動の未然防止に努めている」がA・B回答は
100％であった。

A

・全体的に仲の良い雰囲気を感じる。
・子供や保護者の声に迅速に対応され、必要に応じて
は児童館にも足を運んで聞き取りをされたりと、解決、
未然防止につながっていると思う。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒７５％以上

・学校生活のあらゆる場面で、児童の「がんば
り」や「よさ」を見取り、その場で直接に声かけし
たり、児童みんなに紹介したりすることを通して
自尊感情を向上させる。
・道徳や学活等の中でのキャリア教育の充実
と、体験活動の充実を図る。

B

・意識調査では、「先生は自分のよいところを認めてくれてい
る」と思う児童が全体の９割以上を占めた。また、代表委員会
での話合いを踏まえた「特技発表会（児童集会）」や全校児童
での「いいね」探し等を通して、お互いに認め合う場を設定し
ている。
・「将来の夢や目標を持っていますか」の意識調査の設問で
は、約８割の児童から肯定的な回答が得られた。キャリアパ
スポートの計画的な活用をさらに推進したい。

B

・輪番による朝の全校放送の中で、児童全員が、その日の目
標を発表する機会を設定した。また、全校朝会での校長の話
や各学年における帰りの会の中などのさまざまな場面で一人
ひとりの頑張りを賞賛する活動を行ってきた。家庭と連携しな
がら児童の自己肯定感が育まれてきた。
・アンケートでは前回よりも数ポイント向上し、８５％の児童が
将来の夢や希望を持っていると回答した。反面、約１割の児
童が、夢や希望を持っていないと回答しており、一人ひとりに
応じた支援の必要性が認められる結果となった。

A

・授業参観やお別れ集会等、子供たちの発表の場を毎回とても楽しみ
にしている。一人一人に役割があり、自信を持って堂々と表現する姿
に圧倒される。先生方が子供たちを支え、育ててもらっていることに感
謝している。
・学年によると思うが、漠然とした夢を持たない（考えていない）子供た
ちがいると思う。これからいろんな体験、経験を通して夢を持ってほし
い。
・自分自身、子供が小さい頃から、将来の夢やそのためにどうするか
について話すことが多かったので、保護者があまりされていないという
ことに驚いた。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上

・６月の食育月間に合わせて、食事に関するア
ンケートを取り、それをもとに、健康に良い食事
をすることの大切さについて指導を行う。（集団、
個別）
・アンケート後の変化を知るため、２学期に再度
アンケートを実施する。
・１月の全国学校給食週間では、児童すこやか
委員会による給食や食事についての興味・関心
が高まるような取り組みを行う。

B

・「健康に良い食事をしている」と考える児童は、８０％
であった。（毎年小５に調査あり）
・学級ごとの健康観察で、朝食喫食の有無を調査し、
朝食を食べてきていない児童には、個別に声かけを
行った。
・給食センターの合併により肥前学校給食センターの
稼働が1学期までとなったことに伴い、児童からのメッ
セージを届け、感謝の気持ちを伝えることができた。

B

・アンケートの結果、「好き嫌いをせず健康に良い食事をしている」と答
えた児童が９割を超えている。朝食を食べている児童も９割を超えて
いるが、バランスのとれた食事をとれるよう、食の大切さについて今後
も意識付けしていきたい。
・年間を通して、地域の方々から多くの協力を受け、貴重な体験活動
ができた。米作りからもちつき、大豆の種まきから豆腐作りと栽培から
加工まで体験し、育てることと食べることを関連づけることで、食育に
も繋がっている。
・給食センターの移設により、給食指導そのものに多くの変更があった
が、少人数でも、工夫し協力しながら進めることができた。給食週間で
は、給食センターからの動画や読み聞かせの動画を視聴し、給食へ
携わってくださる方々への感謝の気持ちを伝える児童からの手紙を届
けることができた。

A

・子供たちや保護者のアンケート結果を見て、思った以
上の良い結果に安心した。作物の栽培、収穫、食べる
という体験活動を通して、食育につながっていると思
う。
・子供たちの好き嫌いはある程度仕方ないと思うが、家
庭での「朝食抜き」があるという結果が気になる。生活
のリズム改善のためにも、朝食は必要だと思う。

○運動習慣の定着化及びスポーツチャ
レンジの実施

○体つくり運動を奨励し、昼休みにおけ
る外遊びの習慣化を図る。
○スポーツチャレンジ達成率８０％以上

・全校体育を年間９回実施する。
・雨天時の体育館使用を奨励する。
・昼休みは児童と外で体つくり運動を行う。
・スポーツチャレンジや持久走月間では、児童への声
かけを積極的に行う。
・スポーツチャレンジの成果を掲示板などで学年別に
掲示する。

B

・体つくり運動を奨励し、雨の日も体育館使用を奨励した。
・全校体育は現時点で全て実施できている。
・なわとびやドッジボールラリーの結果を西玄関に掲示するこ
とで、児童の意欲を高めることができている。

B

・昼休みには、職員も児童と一緒に外で遊び、体つくり運動を奨励して
いる。また、体育委員会が雨天時の体育館使用についても積極的に
呼びかけることで、多くの児童が体を動かすことができた。
・朝の全校体育は、コロナの影響でできなかった1回を除き、全て実施
できており、全校で体つくり運動に取り組めた。
・スポーツチャレンジでは、児童の頑張りを随時更新し、西玄関に掲示
した。佐賀県内でも、本校は上位の記録を取れていた。

A

・昼休みに先生方も子供たちと一緒にサッカー等されることを
聞いている。子供たちは一緒に遊んだことをすごく嬉しそうに
話してくれる。
・現代的かもしれないが、家庭でゲームやタブレット等の動画
視聴等でなかなか外で遊ばない子供たちがいる。校外のクラ
ブ活動等でスポーツに接する機会があればと思う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・会議における時間短縮と効率化を図る。
・毎月半ばに時間外在校等時間の状況について確認
することで、45時間を意識させる。
・定時退勤日の実施と、タイムマネジメントを意識した
働き方への取組を図る。

B
・会議の効率化を図り、勤務時間内に終えることを目標とした
が、時間オーバーとなった会議があった。
・時間外勤務の平均時間は約32時間であった。職員のほとん
どが退勤時間を意識した働き方を心がけ、時間外在校等時
間を減らすよう努力している。

A
・4月から2月までの時間外勤務時間の平均は、約22時間で
あった。時間を意識し、メリハリをつけた働き方が定着してき
た。
・定時退勤日には、職員が相互に声を掛け合い、実行するこ
とができた。

A
・子供たちと先生方の関係がすごく良いと感じる。
・先生とあまり話をしない子は性格の違いがあると思う。

○職場の環境整備 ○明るい職場づくりを目指し、職員室の美化
や整理整頓、職員同士の相互理解を図り、
「働きやすい」と回答する職員９０％以上

・職場三原則の励行
①礼を正す　②時を守る　③場を清める
・職員連絡会におけるショートスピーチを輪番
で行う。 B

・会議等の開始時刻や文書の提出期限などは職員が互いに
声を掛け合うことで、守ることができている。
・昨年度に引き続き、職員連絡会後の職員スピーチで、職員
相互理解を図ることができている。
・学校統廃合に向けて、放課後の作業時間等を有効に活用
し、学校内の整理整頓に努めていく。

B

・明るい職場づくりを目指し、美化や環境を整え、「働きやす
い」と回答する職員が100％であった。
・今年度は学校統合へ向けて、例年とは異なる行事や業務が
増えたが、計画的に学校内の整理整頓に努めることができ
た。

A

・働きやすい職場とのこと、最高だと思う。
・先生方の職場環境も良好のようだが、会議の中で出された
「自宅へ仕事を持って帰る」頻度の把握、改善も必要だと思
う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育及び個別
の支援の充実

○教員の専門性と意識の向上 ・特別支援教育に関する校内研修を年２回以
上実施する。
・必要に応じて心理検査を行う。

・1学期中に特別支援学級と通級による指導の対象と
なる障害の種類及び程度についての研修を行う。
・夏季休業中には支援を要する児童に対しての有効
な支援方法についての研修を行い、共通理解を図る。 B

・７月５日に特別支援学級及び通級指導教室を含めた
障害種や程度についての研修を行った。その際に
LD/ADHD/ASDについての具体的の支援の方法・学級
で取り組める手立てなどの職員研修を行った。

B
・７月５日に特別支援学級、通級指導教室を含めた対象とな
る障がいの種類と入級の判定となる程度についての校内研
修を行った。その際に、LD/ADHD/ASDについての具体的な
支援の方法、学級で取り組める手立てなどの職員研修を行
い、日々の児童への支援に役立ててもらうことができた。

A
・特別学級の子供にはもちろんのこと、支援を必要とする子供
にも先生方全員が関わり、見守られ、子供たちは幸せだと感
じる。
・支援が必要な子供に限らず、手助けが必要な人に声をかけ
られる子供たちに育ってほしいと思う。

○１人１台端末の活用

○タブレット活用の向上 ○学習の中でタブレットを活用すること
ができたと感じる児童８０％以上

・タブレットの効果的な活用を推進する。
①意見交流におけるオクリンク等の利活用。
②ドリルパークを利用した、児童一人ひとりの学
習進度に合わせた個別学習の推進。 B

・意見を積極的に交流する場面でオクリンクを使い、端
末を活用することのよさを実感することができている。
・朝の時間や長期休業中には、ドリルパークの学習に
取り組むことで、個人の学習の進度に合わせた学習を
行うことができた。

B

・調べ活動の際だけではなく、児童が必要に応じて、自主的に
タブレットを活用することができた。
・年間を通して、オクリンクを活用して、授業中の意見交流を
行うことができた。
・授業中、週末の宿題等で、ドリルパークを活用し、個人の学
習進度に応じて学習を進めることができた。

A

・タブレット端末を活用した授業に関しては、まだ過渡
期であると思う。いろんな学校のノウハウを集め、検討
または情報交換する機会があればと思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立田野小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

〇全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○児童の実態を適宜に把握し、①学ぶ
意欲、②基礎的・基本的な学力、③思考
力・表現力の向上をめざす。

〇「唐津の学びスタイルチェックシート」に示した
成果指標の平均２．４以上
○学習に関する学校独自のアンケート調査を年
間２回実施する。調査では、授業中や家庭学習
に関する質問項目において、肯定的な回答の割
合８０％以上を目指す。
○市販の単元テスト等において、各学年ともに
正答率７５％以上をめざす。

・田野小学校「学び方７か条」に基づく学習規律の継
続と徹底を図り定着させる。
・学力を向上させるための手立てとしての実践を職員
間で共有する。
・自らの力で問題に取り組み、できる喜びを学習意欲
につなげさせる指導を図る。
・「唐津の学びスタイル」に基づく授業実践について、
全職員が定期的に自らの実践をチェック・検証し、共
通理解を図る。
・基礎基本の学力を高める取組として、朝の時間や昼
休みなどを利用して、全教員で徹底して指導にあた
る。

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校統合を控え、最後の1年となり、年間を通して、地域の方々から多くの協力を受け、児童は貴重な農業体験学習や地域学習を行うことができた。海と山の豊かな自然や歴史、そこに暮らす人々の思い、地域独特の行事を学び、田野地区のすばらしさに改めて気づく機会となった。
・学力面では、読解力をはじめ文章表現力、語彙力等の向上についての取組を引き続き行っていく。今後も家庭と連携しながら、児童の自己肯定感を育んでいきたい。
・学力向上推進校として昨年度まで行ってきた様々な取り組みを継続し、学習のめあてとまとめを意識した授業づくりや話し合いを活性化させるための手立てについての授業実践を重ね、職員間で共有することができた。
・心の教育では、生活アンケートや心のアンケートの後に情報交換と共通理解を行い、Q-Uテストの実施後は、研修会で分析を行い、学級経営に生かすことができた。継続可能な方法を模索しながら、いじめの早期発見、早期対応に努めていく。
・1人1台端末（タブレットPC）を使った学習も実践を重ね、一定の成果を上げている。週末の持ち帰りや課題配信、長期休業中におけるタブレットを活用したオンライン朝の会等を行うことで学びを繋ぐことができた。今後も実践を重ねながら,タブレットPCの有効活用について探っていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上への取組として研究授業だけでなく、日頃の授業実践や家庭学習の出し方について定期的に職員間で情報交換の場を設けた。これにより話し合いのさせ方や支援の方法を学び、指導の充実につながった。今年度も継続し、職員の豊富な経験を職員で共有し、指導力を高めていく。

・心の教育では、心のアンケートやQ-Uテストを実施して児童理解に努めた。また、教育相談や心のアンケートも回数を増やし、児童からのサインを受け止める機会を増やした。継続可能な方法を模索しながら、いじめの早期発見、早期対応に努めていく。

・授業や家庭学習での1人1台端末（タブレットPC)の活用を全職員で実践を重ねてきた。これからの教育現場ではICTは無くてはならないものになる。今後は紙媒体の教科書やノートとタブレットPCのそれぞれの良さを吟味しながら実践を重ね、タブレットPCのより効果的な活用方法を探っていく。

２　学校教育目標 未来を見つめ「たくましく　のびのびと　こころゆたかに」　生きる　田野っ子　の育成

３　本年度の重点目標

○子供に学力をつける……………個に応じた指導を通して、学ぶ意欲・基礎的・基本的な学力・思考力・表現力の向上をめざす

○子供に夢や目標をもたせる……日々の学習や生活の中で、将来に向けての夢や目標をもって取り組む児童の育成をめざす

○家庭・地域との連携を図る……家庭学習や生活習慣の定着および地域と一体となって活動する学校をめざす

○職能成長を図る…………………研修の充実を図り、新しい教育課題に対応できる教職員の資質能力の向上をめざす

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


